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(57)【要約】
　内視鏡用光源装置１は、照明光を生成する光源と、内
視鏡１００のコネクタ１０１に設けられた光源コネクタ
１０２が挿抜される光源コネクタ受部１１と、光源コネ
クタ受部１１の開口部を塞ぐ遮光板３１が開閉自在に配
設された遮光ユニット３０と、遮光板３１に当接して光
源コネクタ１０２の光源コネクタ受部１１への挿抜に連
動し、光源コネクタ受部１１の開口部を塞いで光源から
の照明光を遮光する閉方向に押圧する可動部材５１を備
えたアシストユニット４０と、を具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明光を生成する光源と、
　内視鏡のコネクタに設けられた光源コネクタが挿抜される光源コネクタ受部と、
　前記光源コネクタ受部の開口部を塞ぐ遮光板が開閉自在に配設された遮光ユニットと、
　前記遮光板に当接して前記光源コネクタの前記光源コネクタ受部への挿抜に連動し、前
記光源コネクタ受部の前記開口部を塞いで前記光源からの前記照明光を遮光する閉方向に
押圧する可動部材を備えたアシストユニットと、
　を具備することを特徴とする内視鏡用光源装置。
【請求項２】
　前記遮光ユニットは、前記遮光板を前記光源コネクタ受部の前記開口部を塞く前記閉方
向に付勢する第１の付勢部材を備えていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用光
源装置。
【請求項３】
　前記可動部材は、回動自在に設けられ、回動軸の鉛直下方側に重心が設定されることで
、自重により、前記遮光板を前記光源コネクタ受部の前記開口部を塞く前記閉方向に押圧
することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項４】
　前記アシストユニットは、前記遮光板を前記光源コネクタ受部の前記開口部を塞く前記
閉方向に押圧する方向へ前記可動部材を付勢する第２の付勢部材を備えていることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項５】
　前記光源コネクタの前記光源コネクタ受部への挿抜に応じた前記可動部材の動きを検出
する検出部を有していることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項６】
　前記検出部の検出結果に基づいて、前記光源のＯＮ／ＯＦＦを制御する制御部を備えて
いることを特徴とする請求項５に記載の内視鏡用光源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の内視鏡コネクタが着脱され、照明光源が内蔵された内視鏡用光源装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療用分野においては、細長の挿入部を体腔内に挿入することにより、体腔内臓
器などを観察することが出来る内視鏡が広く用いられている。
【０００３】
　内視鏡は、外光の入らない体腔内に照明光を照射する機能を有している。この照明光は
、外部機器の内視鏡用光源装置に設けられた光源からの光が内視鏡内に導光されるように
なっている。
【０００４】
　内視鏡は、内視鏡用光源装置のレセプタクル部に着脱自在な内視鏡コネクタを有し、こ
の内視鏡コネクタを介して、照明光が内視鏡に導光される。
【０００５】
　このような従来の内視鏡用光源装置は、例えば、日本国特開２００７－２０８５５号公
報に開示されており、光源の点灯中に内視鏡のコネクタに設けられる光源コネクタ（ライ
トキャリングバンドルスリーブ）を光源接続用孔から抜いても照明光が漏れないようにす
る技術が知られている。
【０００６】
　ところで、内視鏡用光源装置の光源からの照明光は、非常に強い光であり、光源の点灯
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時に確実に漏れないように遮蔽する必要がある。
【０００７】
　そのため、従来の内視鏡用光源装置に設けられる開閉式の遮光部材は、光源コネクタを
光源接続用孔から抜いたときに、確実に閉じる構造が要望されている。
【０００８】
　そこで、本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、未使用時を含む、内視鏡のコ
ネクタを挿抜するときに、点灯時の光源からの照明光がより漏れないように確実に遮光す
る内視鏡用光源装置を提供することを目的としている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様における内視鏡用光源装置は、照明光を生成する光源と、内視鏡のコネ
クタに設けられた光源コネクタが挿抜される光源コネクタ受部と、前記光源コネクタ受部
の開口部を塞ぐ遮光板が開閉自在に配設された遮光ユニットと、前記遮光板に当接して前
記光源コネクタの前記光源コネクタ受部への挿抜に連動し、前記光源コネクタ受部の前記
開口部を塞いで前記光源からの前記照明光を遮光する閉方向に押圧する可動部材を備えた
アシストユニットと、を具備する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】内視鏡と内視鏡用光源装置の構成を示す斜視図
【図２】遮光ユニットが設けられたコネクタ部の断面図
【図３】内視鏡のコネクタが接続された状態のコネクタ部の断面図
【図４】遮光ユニットの構成を示す斜視図
【図５】遮光板ユニットの構成を示す斜視図
【図６】遮光板ユニットの構成を示す断面図
【図７】アシストユニットの構成を示す分解斜視図
【図８】アシストユニットの構成を示す斜視図
【図９】回動部材の構成を示す側面図
【図１０】内視鏡のコネクタの光源コネクタが光源コネクタ受部に差し込まれた初期状態
の断面図
【図１１】内視鏡のコネクタの光源コネクタが光源コネクタ受部に差し込まれた過程状態
の断面図
【図１２】内視鏡のコネクタの光源コネクタが光源コネクタ受部に差し込まれた使用状態
の断面図
【図１３】第１の変形例の回動部材の構成を示す側面図
【図１４】第１の変形例の内視鏡のコネクタの光源コネクタが光源コネクタ受部に差し込
まれた初期状態の断面図
【図１５】第１の変形例の内視鏡のコネクタの光源コネクタが光源コネクタ受部に差し込
まれた使用状態の断面図
【図１６】第２の変形例のアシストユニットの構成を示す分解斜視図
【図１７】第３の変形例の内視鏡のコネクタの光源コネクタが光源コネクタ受部に差し込
まれた初期状態の断面図
【図１８】第３の変形例の内視鏡のコネクタの光源コネクタが光源コネクタ受部に差し込
まれた使用状態の断面図
【図１９】第４の変形例の内視鏡のコネクタの光源コネクタが光源コネクタ受部に差し込
まれた初期状態の断面図
【図２０】第４の変形例の内視鏡のコネクタの光源コネクタが光源コネクタ受部に差し込
まれた使用状態の断面図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
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　以下に、本発明の好ましい形態について図面を参照して説明する。　
　なお、以下の説明に用いる図においては、各構成要素を図面上で認識可能な程度の大き
さとするため、構成要素毎に縮尺を異ならせてあるものであり、本発明は、これらの図に
記載された構成要素の数量、構成要素の形状、構成要素の大きさの比率、および各構成要
素の相対的な位置関係のみに限定されるものではない。また、以下の説明においては、図
の紙面に向かって見た上下方向を構成要素の上部および下部として説明している場合があ
る。　
　図１は、内視鏡と内視鏡用光源装置の構成を示す斜視図、図２は遮光ユニットが設けら
れたコネクタ部の断面図、図３は内視鏡のコネクタが接続された状態のコネクタ部の断面
図、図４は遮光ユニットの構成を示す斜視図、図５は遮光板ユニットの構成を示す斜視図
、図６は遮光板ユニットの構成を示す断面図、図７はアシストユニットの構成を示す分解
斜視図、図８はアシストユニットの構成を示す斜視図、図９は回動部材の構成を示す側面
図、図１０は内視鏡のコネクタの光源コネクタが光源コネクタ受部に差し込まれた初期状
態の断面図、図１１は内視鏡のコネクタの光源コネクタが光源コネクタ受部に差し込まれ
た過程状態の断面図、図１２は内視鏡のコネクタの光源コネクタが光源コネクタ受部に差
し込まれた使用状態の断面図である。
【００１２】
　図１および図２に示す本実施形態の医療用電子機器である内視鏡用光源装置１は、内視
鏡１００と共に使用される装置である。内視鏡用光源装置１は、内視鏡１００が備える撮
像装置と有線または無線により通信可能であり、撮像装置から入力される信号に基づいて
観察画像を生成し、図示しない画像表示装置に出力する画像処理装置を備えている。
【００１３】
　内視鏡１００の撮像装置は、被検体の光学像を撮像する構成を有する。なお、内視鏡１
００の構成は公知であるため、詳細な説明は省略する。
【００１４】
　本実施形態では一例として、内視鏡用光源装置１は、筐体２のフロントパネル３にレセ
プタクル状のコネクタ部１０を備えている。このコネクタ部１０は、内視鏡１００が備え
るプラグ状のコネクタ１０１が接続される。なお、コネクタ１０１には、略円柱形状の細
長な光源コネクタ１０２が延設されている。
【００１５】
　内視鏡用光源装置１は、コネクタ部１０を介して内視鏡１００に設けられたＣＣＤ、Ｃ
ＭＯＳなどの撮像素子を有する撮像装置に電気的に接続され、撮像装置の動作制御および
電力供給を行う。
【００１６】
　また、内視鏡用光源装置１は、撮像装置の被写体を照射するための照明光を生成する図
示しない光源を備えている。光源としては、ハロゲンランプ、キセノンラインプ、ＬＥＤ
などであり、コネクタ部１０に接続された内視鏡１００のコネクタ１０１を介して、内視
鏡１００に設けられたライトガイドファイバ束に照明光を入射させる。
【００１７】
　このライトガイドファイバ束は、一端が光源コネクタ１０２内に配設され、他端が内視
鏡１００の挿入部１０３の先端部１０４内に配設される。そして、照明光は、先端部１０
４に設けられた照明窓から被検体に向けて照射される。
【００１８】
　なお、内視鏡用光源装置１の筐体２は、直方体形状の箱形であり、使用可能な姿勢で地
面と略平行な面上などに載置された状態において、コネクタ部１０は、地面に対して略直
立するフロントパネル３に配置されている。
【００１９】
　ここで、内視鏡用光源装置１のコネクタ部１０について、以下に説明する。　
　図２および図３に示すように、コネクタ部１０は、内視鏡１００のコネクタ１０１に設
けられた光源コネクタ１０２が挿抜される略筒状の光源コネクタ受部１１がブロック状の
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フレーム１２に嵌着されている。また、フレーム１２は、装置内に光源コネクタ１０２の
端部が挿入される孔部１４が形成されたヒートシンク１３などが設けられている。
【００２０】
　光源コネクタ受部１１は、装置内部の端面１５が長手軸に対して、所定の角度に傾斜し
た傾斜面となっている。なお、端面１５は、光源コネクタ受部１１の長手方向に直交した
垂直方向の面でもよい。
【００２１】
　フレーム１２には、コネクタ部１０に内視鏡１００のコネクタ１０１が差し込まれてい
ない状態において、光源コネクタ受部１１の端面１５の開口部を塞いで光源からの光を遮
光する遮光ユニット２０が配設されている。
【００２２】
　この遮光ユニット２０は、光源コネクタ受部１１に差し込まれて挿入される光源コネク
タ１０２に当接して可動し、光源コネクタ１０２が内視鏡用光源装置１の内部に挿入され
る。
【００２３】
　ここで、本実施の形態の遮光ユニット２０の構成について、以下に詳しく説明する。　
　図４に示すように、遮光ユニット２０は、光源コネクタ受部１１の端面１５の開口部を
塞ぐ開閉自在な遮光板３１を備えた遮光板ユニット３０と、この遮光板ユニット３０の遮
光板３１を自重で光源コネクタ受部１１の端面１５に向けた閉方向に押圧するアシストユ
ニット４０と、を有している。
【００２４】
　遮光板ユニット３０は、図５および図６に示すように、略矩形状の遮光板３１と、断面
Ｌ字状の支持板３２と、を有している。これら遮光板３１と支持板３２は、ヒンジ部３３
によって回動自在に接続されている。
【００２５】
　ヒンジ部３３には、付勢部材であるトーションバネ３４が介装されており、このトーシ
ョンバネ３４によって、支持板３２に対して遮光板３１が鉛直上方側に正立するように付
勢されている。
【００２６】
　支持板３２は、一側部分に切り欠かれた溝部３５が形成されている。この溝部３５は、
アシストユニット４０が接触しないように回避するためのものである。また、Ｌ字状に折
れ曲がった底部３６は、図示しないビス孔が複数穿設されており、フレーム１２にビス留
めするための底面部分となる。
【００２７】
　アシストユニット４０は、図７および図８に示すように、可動部材である回動部材５０
と、この回動部材５０を回動支持する支持土台６０と、を有している。
【００２８】
　回動部材５０は、板状ブロック体の本体部５１に回動軸５２が設けられている。本体部
５１は、ここでの上端部分に当接端部５４を有し、回動軸５２の下方側に円弧状の凹部５
３が形成されている。
【００２９】
　当接端部５４は、遮光板３１に当接する部位である。凹部５３は、本体部５１が回動軸
５２回りに回動したときに、遮光板ユニット３０の支持板３２との接触を回避するために
形成されている。なお、本体部５１の下方部分は、遮光板ユニット３０の支持板３２に形
成された溝部３５に入り込むことで、遮光板ユニット３０との接触が回避される。
【００３０】
　支持土台６０は、土台本体部６１の上部側に所定の離間距離を有して延設する２つのア
ーム部６２，６３を有し、これら２つのアーム部６２，６３に回動部材５０の回動軸５２
が装着される回動保持溝６４，６５が形成されている。
【００３１】
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　これら回動保持溝６４，６５は、溝幅が回動軸５２の直径よりも若干小さく、溝底部分
が回動軸５２の外周と略同じ大きさの円弧面が形成されている。即ち、回動軸５２が回動
保持溝６４，６５の溝底部まで押し込まれることで、回動部材５０が支持土台６０から外
れることなく回動自在に保持される。
【００３２】
　また、支持土台６０は、２つのアーム部６２，６３が対向する面に沿って回動部材５０
の下方部分が収容される溝部６７が形成されており、この溝部６７を挟んで検出部である
フォトセンサ６８が内蔵されている。
【００３３】
　このフォトセンサ６８は、内視鏡用光源装置１に設けられる図示しない制御部と電気的
に接続される。そして、フォトセンサ６８は、支持土台６０の溝部６７内で可動する回動
部材５０の本体部５１を検出して、その検出結果を制御部に出力する。
【００３４】
　なお、回動部材５０は、図９に示すように、回動軸５２よりも鉛直下方側に重心Ｇが設
定されており、支持土台６０に組み付けられた状態では、その自重により、本体部５１の
当接端部５４が上部に位置する姿勢となる。
【００３５】
　そして、回動部材５０が支持土台６０に組み付けられたアシストユニット４０は、図４
に示したように、遮光板ユニット３０の遮光板３１が光源コネクタ受部１１の端面１５に
当接する領域外にアシストユニット４０の回動部材５０が当接するようにフレーム１２に
ビス留などによって固定される。
【００３６】
　以上のように構成された内視鏡用光源装置１のコネクタ部１０への内視鏡１００のコネ
クタ１０１の挿抜時における遮光ユニット２０の動作について、以下に説明する。　
　図１０に示すように、内視鏡１００のコネクタ１０１の光源コネクタ１０２が光源コネ
クタ受部１１に差し込まれ、または抜き取られるときの挿抜時（未使用時も含む）の光源
コネクタ１０２が遮光板ユニット３０の遮光板３１に接触していない初期状態では、トー
ションバネ３４の付勢力に加え、回動部材５０の自重により、本体部５１の当接端部５４
が遮光板３１に当接して押し上げる方向に回動させる応力が生じる。
【００３７】
　これにより、遮光板３１は、光源コネクタ受部１１の端面１５に向けた閉方向に押圧さ
れ、光源コネクタ受部１１の開口部が塞がれる。これにより、光源の点灯時の照明光は、
光源コネクタ受部１１から漏れずに確実に遮光された状態となる。
【００３８】
　また、図１１に示すように、光源コネクタ１０２が光源コネクタ受部１１に差し込まれ
、または抜き取られる過程状態においては、光源コネクタ１０２が遮光板３１に接触して
、トーションバネ３４の付勢力および回動部材５０の自重によって回動される応力に抗し
て、遮光板３１が光源コネクタ受部１１の端面１５から離れて回動した状態となる。
【００３９】
　なお、図１２に示すように、光源コネクタ１０２が光源コネクタ受部１１に差し込まれ
て、内視鏡用光源装置１のコネクタ部１０への内視鏡１００のコネクタ１０１に接続され
た使用状態では、トーションバネ３４の付勢力および回動部材５０の自重による回動され
る応力に抗して、遮光板３１が付勢されて下方側に倒れ込むように回動した状態となる。
【００４０】
　このとき、支持土台６０に設けられたフォトセンサ６８により、回動部材５０の回動に
よって本体部５１の下端部分が支持土台６０の溝部６７内から外れたオープン状態である
ことを検知することで、内視鏡１００のコネクタ１０１がコネクタ部１０に接続されたこ
とが検出される。
【００４１】
　なお、本体部５１の下端部分が支持土台６０の溝部６７内にあるときは、内視鏡１００
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のコネクタ１０１がコネクタ部１０に非接続である状態がフォトセンサ６８のクローズ状
態となって検出される。
【００４２】
　また、内視鏡用光源装置１は、内視鏡１００のコネクタ１０１がコネクタ部１０へ接続
／非接続の状態をフォトセンサ６８による検出結果に応じて光源の点灯のＯＮ／ＯＦＦを
制御する構成としてもよい。
【００４３】
　以上に説明したように、本実施の形態の内視鏡用光源装置１は、未使用時、および内視
鏡１００のコネクタ１０１の挿抜時の初期状態では、光源が点灯中であっても、遮光板ユ
ニット３０の遮光板３１がトーションバネ３４の付勢力と回動部材５０の自重による回動
される応力を受けて、光源コネクタ受部１１の端面１５に当接して遮光するため、確実に
照明光が漏れない構成となる。
【００４４】
　また、仮に、トーションバネ３４に不具合などが生じて、付勢力が弱まったり、なくな
ったりしても、アシストユニット４０により、回動部材５０の自重で遮光板３１を押し上
げるように回動して、光源コネクタ受部１１の開口部が塞がれる。
【００４５】
　一方、仮に、アシストユニット４０に不具合などが生じて、遮光板３１を押し上げる応
力が弱まったり、なくなったりしても、遮光板ユニット３０のトーションバネ３４の付勢
力によって、遮光板３１を押し上げるように回動して、光源コネクタ受部１１の開口部が
塞がれる。
【００４６】
　このように、内視鏡用光源装置１は、遮光板３１を付勢して光源コネクタ受部１１の開
口部を塞ぐ遮光ユニット２０によって、未使用時を含む、内視鏡１００のコネクタ１０１
を挿抜するときに、点灯時の光源からの照明光がより漏れないように確実に遮光すること
ができる構成となる。
【００４７】
　なお、遮光板ユニット３０は、遮光板３１を光源コネクタ受部１１の開口部を塞ぐ方向
に付勢するトーションバネ３４を必ずしも設けなくてもよい。即ち、遮光板３１は、アシ
ストユニット４０のみによって、光源コネクタ受部１１の開口部を塞ぐ方向に回動するよ
うに応力が与えられる構成としてもよい。
【００４８】
（第１の変形例）
　図１３は、第１の変形例の回動部材の構成を示す側面図、図１４は第１の変形例の内視
鏡のコネクタの光源コネクタが光源コネクタ受部に差し込まれた初期状態の断面図、図１
５は第１の変形例の内視鏡のコネクタの光源コネクタが光源コネクタ受部に差し込まれた
使用状態の断面図である。
【００４９】
　図１３に示すように、回動部材５０は、上記実施の形態とは逆に、回動軸５２よりも下
方側に本体部５１の当接端部５４を設けて、回動軸５２よりも鉛直下方側に重心Ｇを設定
して、支持土台６０に組み付けられた状態では、その自重により、当接端部５４が下部に
位置する姿勢となるようにしてもよい。
【００５０】
　このような回動部材５０とすることで、図１４に示すように、遮光ユニット２０を上記
実施の形態とは逆に、コネクタ部１０における上方側に配置することができる。
【００５１】
　ここでは、内視鏡１００のコネクタ１０１の光源コネクタ１０２が光源コネクタ受部１
１に差し込まれ、または抜き取られるときの挿抜時（未使用時も含む）の光源コネクタ１
０２が遮光板ユニット３０の遮光板３１に接触していない初期状態では、トーションバネ
３４の付勢力と遮光板３１の自重による応力に加え、回動部材５０の自重により、本体部
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５１の当接端部５４が遮光板３１に当接して押し下げる方向に回動する応力が生じる。
【００５２】
　また、図１５に示すように、光源コネクタ１０２が光源コネクタ受部１１に差し込まれ
て、内視鏡用光源装置１のコネクタ部１０への内視鏡１００のコネクタ１０１に接続され
た使用状態では、トーションバネ３４の付勢力、遮光板３１の自重および回動部材５０の
自重による回動する応力に抗して、遮光板３１が付勢されて上方側に持ち上げられるよう
に回動した状態となる。
【００５３】
　このように、回動部材５０における回動軸５２に対する重心Ｇの位置によって、コネク
タ部１０における上部側（本変形例）、または下部側（上記実施の形態）に遮光ユニット
２０の設置位置を変更することができる。
【００５４】
　これにより、内視鏡用光源装置１は、内蔵物によって制約されるレイアウトのスペース
に合わせてコネクタ部１０における上部側または下部側の選択的に遮光ユニット２０の設
置位置を決めることができる。
【００５５】
（第２の変形例）
　図１６は、第２の変形例のアシストユニットの構成を示す分解斜視図である。　
　図１６に示すように、アシストユニット４０は、回動部材５０を本体部５１の当接端部
５４が遮光板３１に当接する方向に付勢する付勢部材であるトーションバネ５５を、回動
軸５２に設けてもよい。なお、本体部５１にトーションバネ５５の一端を係止する凸部５
６が設けられ、支持土台６０にも、トーションバネ５５の他端を係止する図示しない凸部
が設けられる。
【００５６】
　これにより、アシストユニット４０は、本体部５１の当接端部５４が遮光板３１に当接
して回動する応力が増大し、より確実に光源コネクタ受部１１の開口部が遮光板３１によ
って塞がれて遮光することができる。
【００５７】
（第３の変形例）
　図１７は、第３の変形例の内視鏡のコネクタの光源コネクタが光源コネクタ受部に差し
込まれた初期状態の断面図、図１８は第３の変形例の内視鏡のコネクタの光源コネクタが
光源コネクタ受部に差し込まれた使用状態の断面図である。
【００５８】
　図１７および図１８に示すように、ここでのアシストユニット７０は、可動部材である
上下直動部材７１を付勢する付勢部材である圧縮コイルバネ７２を有し、上下直動部材７
１が遮光板３１に当接して、遮光板ユニット３０のトーションバネ３４の付勢力に加えて
、光源コネクタ受部１１の開口部を塞ぐようにしている。
【００５９】
　具体的には、ここでのアシストユニット７０は、上下直動部材７１を直進ガイドすると
共に抜けを防止する抜け防止部材であるケース体７３を有している。
【００６０】
　上下直動部材７１は、圧縮コイルバネ７２によって、ケース体７３から突出する方向に
付勢されており、遮光板３１に当接する当接部７４と、この当接部７４と反対側から水平
方向に延設された突起部７５と、を有している。また、突起部７５を検出する検出部であ
るフォトセンサ７６が設けられている。
【００６１】
　アシストユニット７０は、図１７に示す、圧縮コイルバネ７２の付勢力により、上下直
動部材７１がケース体７３から突出した状態において、当接部７４に当接した遮光板３１
が下方側に回動しないように、ここでは押し上げられ、光源コネクタ受部１１の開口部が
塞がれた状態となる。このとき、突起部７５は、フォトセンサ７６がオープン状態となる
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位置にあり、内視鏡１００のコネクタ１０１がコネクタ部１０に接続されていないことが
検出される。
【００６２】
　また、アシストユニット７０は、図１８に示す、光源コネクタ１０２が光源コネクタ受
部１１に差し込まれて、内視鏡用光源装置１のコネクタ部１０への内視鏡１００のコネク
タ１０１に接続された使用状態では、圧縮コイルバネ７２の付勢力に抗して、上下直動部
材７１がケース体７３に収容され、遮光板３１が下方側に回動する。このとき、突起部７
５は、移動して、フォトセンサ７６をクローズ状態にすることで、内視鏡１００のコネク
タ１０１がコネクタ部１０に接続されたことが検出される。
【００６３】
　このように、ここでのアシストユニット７０は、遮光板ユニット３０のトーションバネ
３４の付勢力に加えて、圧縮コイルバネ７２によって上下直動部材７１を付勢することで
、光源コネクタ受部１１の開口部を遮光板３１によって塞いで遮光する構成となっている
。
【００６４】
　このような構成としても、内視鏡用光源装置１は、遮光板ユニット３０のトーションバ
ネ３４の付勢力に加えて、アシストユニット７０によって遮光板３１を付勢して光源コネ
クタ受部１１の開口部を塞ぐ遮光ユニット２０によって、未使用時を含む、内視鏡１００
のコネクタ１０１を挿抜するときに、点灯時の光源からの照明光が漏れないように確実に
遮光することができる構成となる。
【００６５】
　なお、ここでは、アシストユニット７０がコネクタ部１０における下方に設けられた構
成を例示しているが、第１の変形例と同様に、アシストユニット７０をコネクタ部１０に
おける上方側に設けた構成としてもよい。
【００６６】
（第４の変形例）
　図１９は、第４の変形例の内視鏡のコネクタの光源コネクタが光源コネクタ受部に差し
込まれた初期状態の断面図、図２０は第４の変形例の内視鏡のコネクタの光源コネクタが
光源コネクタ受部に差し込まれた使用状態の断面図である。
【００６７】
　図１９および図２０に示すように、ここでのアシストユニット８０は、可動部材として
、複数個所に折目が付けられた付勢部材である板バネ８１を有し、この板バネ８１が遮光
板３１に当接して、遮光板ユニット３０のトーションバネ３４の付勢力に加えて、光源コ
ネクタ受部１１の開口部を塞ぐようにしている。なお、板バネ８１の端部８２を検出する
検出部であるフォトセンサ８３が設けられている。
【００６８】
　アシストユニット８０は、図１９に示す、板バネ８１の付勢力により、板バネ８１が遮
光板３１に当接して下方側に回動しないように、ここでは押し上げて、光源コネクタ受部
１１の開口部が塞がれた状態にする。このとき、板バネ８１の端部８２は、フォトセンサ
８３がオープン状態となる位置にあり、内視鏡１００のコネクタ１０１がコネクタ部１０
に接続されていないことが検出される。
【００６９】
　また、アシストユニット８０は、図２０に示す、光源コネクタ１０２が光源コネクタ受
部１１に差し込まれて、内視鏡用光源装置１のコネクタ部１０への内視鏡１００のコネク
タ１０１に接続された使用状態では、板バネ８１の付勢力に抗して、遮光板３１が下方側
に回動する。このとき、板バネ８１の端部８２が移動して、フォトセンサ８３をクローズ
状態にすることで、内視鏡１００のコネクタ１０１がコネクタ部１０に接続されたことが
検出される。
【００７０】
　このように、ここでのアシストユニット８０は、遮光板ユニット３０のトーションバネ
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３４の付勢力に加えて、板バネ８１によって、光源コネクタ受部１１の開口部を遮光板３
１によって塞いで遮光する構成となっている。
【００７１】
　このような構成としても、内視鏡用光源装置１は、遮光板ユニット３０のトーションバ
ネ３４の付勢力に加えて、アシストユニット８０によって遮光板３１を付勢して光源コネ
クタ受部１１の開口部を塞ぐ遮光ユニット２０によって、未使用時を含む、内視鏡１００
のコネクタ１０１を挿抜するときに、点灯時の光源からの照明光が漏れないように確実に
遮光することができる構成となる。
【００７２】
　なお、ここでも、アシストユニット８０がコネクタ部１０における下方に設けられた構
成を例示しているが、第１の変形例と同様に、アシストユニット８０をコネクタ部１０に
おける上方側に設けた構成としてもよい。
【００７３】
　以上の実施の形態に記載した発明は、それらの形態に限ることなく、その他、実施段階
ではその要旨を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能である。さらに、上
記各形態には、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件における適
宜な組合せにより種々の発明が抽出され得るものである。　
　例えば、各形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、述べられ
ている課題が解決でき、述べられている効果が得られる場合には、この構成要件が削除さ
れた構成が発明として抽出され得るものである。
【００７４】
　本発明によれば、未使用時を含む、内視鏡のコネクタを挿抜するときに、点灯時の光源
からの照明光がより漏れないように確実に遮光する内視鏡用光源装置を実現できる。
【００７５】
　本出願は、２０１７年１１月７日に日本国に出願された特願２０１７－２１４８０８号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の
範囲に引用されるものとする。
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【図１８】

【図１９】

【図２０】

【手続補正書】
【提出日】平成31年1月16日(2019.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の一態様における内視鏡用光源装置は、照明光を生成する光源と、内視鏡のコネ
クタに設けられた光源コネクタが挿抜される光源コネクタ受部と、前記光源コネクタ受部
の開口部を塞ぐ遮光板が、前記コネクタの挿入に連動して開閉自在となるように配設され
た遮光ユニットと、前記遮光板の前記コネクタ受部と当接する面の裏面に当接して前記光
源コネクタの前記光源コネクタ受部への挿抜に連動して可動し、かつ、前記光源コネクタ
受部の前記開口部を塞いで前記光源からの前記照明光を遮光する閉方向に、前記遮光板を
前記裏面側から押圧する可動部材を備えたアシストユニットと、を具備する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明光を生成する光源と、
　内視鏡のコネクタに設けられた光源コネクタが挿抜される光源コネクタ受部と、
　前記光源コネクタ受部の開口部を塞ぐ遮光板が、前記コネクタの挿入に連動して開閉自
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在となるように配設された遮光ユニットと、
　前記遮光板の前記コネクタ受部と当接する面の裏面に当接して前記光源コネクタの前記
光源コネクタ受部への挿抜に連動して可動し、かつ、前記光源コネクタ受部の前記開口部
を塞いで前記光源からの前記照明光を遮光する閉方向に、前記遮光板を前記裏面側から押
圧する可動部材を備えたアシストユニットと、
　を具備することを特徴とする内視鏡用光源装置。
【請求項２】
　前記遮光ユニットは、前記遮光板を前記光源コネクタ受部の前記開口部を塞ぐ前記閉方
向に付勢する第１の付勢部材を備えていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用光
源装置。
【請求項３】
　前記可動部材は、回動自在に設けられ、回動軸の鉛直下方側に重心が設定されることで
、自重により、前記遮光板を前記光源コネクタ受部の前記開口部を塞ぐ前記閉方向に押圧
することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項４】
　前記アシストユニットは、前記遮光板を前記光源コネクタ受部の前記開口部を塞ぐ前記
閉方向に押圧する方向へ前記可動部材を付勢する第２の付勢部材を備えていることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項５】
　前記光源コネクタの前記光源コネクタ受部への挿抜に応じた前記可動部材の動きを検出
する検出部を有していることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項６】
　前記検出部の検出結果に基づいて、前記光源のＯＮ／ＯＦＦを制御する制御部を備えて
いることを特徴とする請求項５に記載の内視鏡用光源装置。
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